


本横穴群は一昨年、急傾斜地崩壊対策工事に先立つ発掘調査によ

り、その全容の一端が明らかになりました。

今回は前回の調査区域に隣接する工事区域をひき続いて発掘調査し

たものです。いわば第2次調査ということになります。その結果、量、

質ともに予想をはるかに上回る資料が得られ、本横穴群は、少くとも

島根半島では随一、島根県下でも最大クラスの横穴群であることが判

明しました。あくまでも住民の生命、安全を第一とする立場から、やむ

なく記録保存に留める結果とはなりましたが、ここに成果を公表し、

今後の本町さらに島根半島全域の古代史解明および文化財の保護と活

用に資することを期したいものです。

終わりに、本調査に対し格別のご援助とご協力をいただいた島根県

教育委員会文化課、島根県松江土木建築事務所、その他関係各位に対

し深甚な謝意を表する次第でございます。

平成　4　年　3　月

島根町教育委員会

教育長　伊　達
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1．本書は、島根町大声、小具地区急傾斜地崩壊対策工事に伴い、島根町教育委員会が

島根県松江土木建築事務所から委託を受けて実施した宮尾横穴群発掘調査第2次調

査の報告書です。

2．調査の組織は次のとおりです。
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3．発掘調査に関して㈲小谷工務店、槙原石材店、大声小学校と山崎武春、石川勝己、

石川勝美、小田武晴の各氏から多大の援助を得ました。記して謝意を表します。

4．遺物の実測、写真撮影には宍道があたり、特に土器の実測については島根大学学

生の物部茂樹、守岡正司、野田直子、大坂理恵と本町在住の宮本守人氏の各氏協力

を得ました。

5．遺物の整理および図面の浄写は奥村美佐子、金津須賀子、田中恵、小原明美各氏の

協力を得ました。

6．本書の執筆は宍道があたり、編集は宍道が湯原と協議して行いました。

なお第I章の「小具地区急傾斜地崩壊対策工事について」は、松江土木建築事務

所からのご寄稿です。

7．表紙の題字は島根町教育委員会教育長伊達章によります。
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みやおよこあなぐんはっくつちょうさ　　　　　　　　ほうこくしょ

宮尾横穴群発掘調査第2次調査報告書

I．は　じ　め　に

ちょうさ　　　　　　ぽうごへき　こうじ

上の写真をごらん下さい。平成2年度の第2次調査が終了し、防護壁の工事にとり
じょうたい　　　　　　　　　けっか　　　　　　　　　　りっぱ　　　　　　できあ

かかる前の状態です。それが工事の結果、下の写真のように立派な防護壁が出来上が
しんばい

り、がけくずれの心配がなくなりました。平成元年度と2年度の2度にわたる
はっくつちょうさ　　　　　　　こうじくいきない　ふく

発掘調査は、横穴群が工事区域内に含まれていたからでした。

急傾斜地危険区域の中にある宮尾横穴群遠景
（右端は平成元年度防止工事終了区域、右上方の建物は大声小学校）

表

急傾斜地危険区域として平成2年度の防止工事が完了した小異地区
（中央の防護壁部分が今回の第2次発掘調査区域、右端の防護壁部分ほ前回の第1次発掘調査区域）

－1－



おおぐちくきゅうけいしゃちほうかいたいさくこうじ

小具地区急傾斜地崩壊対策工事について

じしん　　　　　　　　　しゃめん　とつぜん　　　　　　　　　　　　　くず

雨や地震などにより、急な斜面が突然くずれ落ちることを、がけ崩れといいます。
ししヤ　　　　　　　ひさん　さいがい

「がけ」のすぐそばに家があると、小さながけ崩れでも死者も出るような悲惨な災害
きけんせい　　　　　　　　　　　つゆまっき　　　　　おそ　　しゅうちゅうごうう

となる危険性があります。昭和58年梅雨末期に県西部を襲った集中豪雨では、大小の
くず　　　　どしゃさいがい　　　かしょはっせい　　　　　　　かおく　ひがい　う

かげ崩れによる土砂災害が775箇所発生し、1，448戸の家屋が被害を受け、87名もの死
だいきいがい

者が出るという大災害となりました。
さいがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　およ　じゅうみん

このような災害が起こることのないよう、国と県は市町村及び住民と協力し、がけ
くず　　　　　　おそ　　　　かしょ　　しゃめん　　　　　　　　じんかこすう　　　きじゅん　み

崩れの発生する恐れがある箇所を、斜面の高さや守べき人家戸数などの基準を満たし
かしょ　　きゅうけいしゃちきけんくいき　　してい　　　　くず　　ふせ　　　　こうじ

ている箇所を「急傾斜地危険区域」に指定し、がけ崩れを防ぐための工事を進めてい

ます。
みやおよこあなぐん　　　おおぐちく　　　　　　　　　　　いせき　しゅうへん　ふく　　　きゅうけいしゃち

宮尾横穴群のある小具地区は、昭和61年度に、遺跡の周辺を含めて「急傾斜地
きけんくいき　　してい　　　　　　　　　かんりょう　　　　ほうかいぼうしたいさく

危険区域」に指定され、平成4年度に完了を目標に崩壊防止対策を進めております。
こうじひ　　　　　　　　　　　　　　　　　いせきかしょ

この間に全体で1億5千万円の工事費がかかり、このうち約6，800万円が遺跡箇所の工

事に使われました。

＋
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じょうもん　　　なら　　　　　りゃくねんぴょう

島根町の縄文時代～奈應時代雷管の鴫年表

年　　　　 代 時　　　　 代 人々のくらしやできごと

せ　ん　ど　き た　こ　　　ななつあな　　　　　　　　　　　せつ先土器時代 ＊多古の七 ツ穴遺跡 という説 もある。

＊土器を作 り始める

今から約 1 万年前 じょうもん縄 文時代

いせき（島根町内の縄文時代の遺跡は ＊人々は狩 りや漁で生活 し、貝塚などを残 し

未発見） た。

いね
＊大陸か ら宿作 りが伝わる

＊弥生土器が作られる

てっき　　せいどうき

今から約2300年前

紀元 1 年

100年

200年

や　よ　い弥生時代 ＊鉄器や青銅器が使われ始める。

（島根町内で弥生時代の遺跡は ひかわ　　　　こうじんたにいせき　　　　　　　　　　どうけん　　どう
斐川町の荒神谷遺跡に 358本 の 銅剣、銅

未発見） ほこ　　どうたく　　　う
矛、銅鐸が埋められる

やまたいこ　く　　　ひ　み　こ　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　おく
＊邪馬台国の卑弥呼、貌（中国）に使いを遣る

＊島根県内でも大型の古墳が盛んに造られ始

める。

やまとおうけん
＊大和王権を中心とする政治的なまとま りが

つ くられる

300年

400年

500年

600年

700年

こふん
古墳時代

（島根町内では今のところ 5 世 す　え　き　　　せいさん
＊出雲地方で須恵器の生産が始まる

紀の古墳から始まる）

な　ら
奈良時代

しまねのこおりかかのさと

う　Lや　　　　　　　てんじゃま
＊加賀の牛谷古墳 と天神山古墳がつ くられる

よこあなぼ
＊　このころから横穴墓が多 く造られ始める

538 仏教 が伝わる

しょうとくたいし　　せっしょう
593 聖徳太子、摂政になる

＊完 浣 票 禁 や野波の篇横i

6 45 大 化 の改 新

へいじょうきょう（加 賀 と大 声 は 島根 郡 加 賀 郷 に 7 10　平 城 京 に 都 を 移 す

ちくみのうまや　ぞく いずもの　く　にふどき
野 波 は千 酌 駅 に属 す ） 7 33 出雲 国風 土 記 が で き る

－4－



いせき

I．遺跡のあらまし

い　　けいい

調査に至たる経緯
やつかぐん　　　おおあざおわし　おおぐちくない

宮尾横穴群は島根県八束郡島根町大字大声の小具地区内にあります。大声小学校の
きゅうりょうなんとうがわしやめん　　　　いち　　　　　　　　　　　きょういくいいんかい　ぶんぷ

ある丘陵の南東側斜面のすそに位置します。昭和48年に島根県教育委員会の分布調査
かくにん　　　しゅうち

により確認された周知の遺跡です。
ぜんいき　　　かこ　　　　　　　　　　　　　　　　　けいしヤ　ほうかいきけん

この小具地区の全域を取り囲む丘陵地は昭和60年に島根県から「急傾斜地崩壊危険
くいき　　　　してい　う　　　　　　　　　　　　　がんねん　たいさくこうじ　さきだ

区域」として指定を受けました。そこで4年後の平成元年、対策工事に先立ち、工事
くいき　　　　　　　じっし　　　　　　　けっか　　　　　　　　　　　　　たすう

区域内の発掘調査が実施されました。その結果、大小20穴の横穴が確認され、多数の
ふくそうひん　しゅつど　　　　　　　　　　　　　　ちゃくしゅ　　よくねん　　　かんせい

副葬品が出土しました。そして調査後、工事は着手され翌年3月に完成しました。
こんかい　　　　　　　　　　　　りんせつ　　　　　　　　　　　　　　　ぜんかい　おな

今回は平成元年度調査区の南の隣接した工事区域内の発掘調査です。前回と同じよ
どぽくけんちくじむしょ　　　いらい

うに平成2年4月1日、松江土木建築事務所からの依頼を受け、島根町教育委員会の
つづ　　　　　　　　かたち

手で実施しました。いわば前回に続く第2次調査の形です。

海からの遠景（平成元年度発掘前）

い　ち

遺跡の位置
ほんよこあなぐん　そんぎい　　しまねちょう　　しまねはんとう　きたがわ　にほんかい　めん

本横穴群の存在する島根町は、島根半島の北側、日本海に画した位置に当たります。
いずものくにふどき　きさい　おほはしはま　げんぎい　おあしかいがん　　　　　　　　　　　　　せま

出雲国風土記に記載の大埼濱（現在の大声海岸）から南へ約100m入り込んだ狭い谷

－5－



しゃめん　ひょうこう　　　　　　　　　　　　　　ほ

の西～南斜面（標高約5～20m）に本横穴群が掘られています。
くにしていめいしょうてんねんきねんぶつくけど　　　　　　ちょくせんきょり　　　　　　　　ちてん

国指定名勝天然記念物潜戸からは南西へ直線距離にして約2500mの地点です。海岸の
ちゅうおうぶ　　つ　　　　　きゅうりょう　　　　　　　　　　　　　　　　うみべ　みっしゅう　　　　掛えなみご　　　　　　　　　　　　　　み　は

ほぼ中央部に突き出る丘陵のすそに位置し、海辺に密集する家並越しに日本海を見晴
いっとうち　　　ちせき　　　　　やつかぐん　　　おおあざ　　あざおおぐ　　ばんち

らす一等地です。地籍の上では、八束郡島根町大字大声字小具2100番地とその他10か
しょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゅうけいしゃち　　　　　　はんい

所の番地にまたがるかなりの広さ（約13アール）の急傾斜地をほぼ遺跡の範囲としま
しる　　　　　　　　　　　おおさきじんじゃ

す。なお、本横穴群の北側には、出雲国風土記に記された大埼社（現在の大崎神社）、

西側には島根町立大声小学校があります。
こ　　　　しゅようちほうどうまつえしまねせんぞ

また、本横穴群から東へ小さな丘陵1つ越すと、主要地方道松江島根線沿いに、
ほそなが　ひかくてき　　すいでん　ひら　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうふくぶ

細長く比較的広い水田が開けています。そして、その東側丘陵の中腹部には、あたか
ちたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんだんこふん　　　　　　ちくぞうじき

も水田地帯をはさんで本横穴群と向かい合う形で、樽谷古墳があります。築造時期も
かさ　　かのうせい　　　　　　いじょう　むかし　ちいき　れきし　あき

本横穴群と重なる可能性が高く、千年以上も昔の地域の歴史を明らかにしていく上で
きょうみ　も

興味が持たれます。

遺跡の位置と周辺の地形

おも

島根町内の主な遺跡

しゅうち　　　　　　　　かぞ　　　　　　　かか　のなみ　ちくおのおの

現在までに町内の周知の遺跡は14か所を数えます。大声、加賀、野波3地区各々に
ぶんぷ　　　　　　　　　　　　　じょうもん　やよいじだい　　　　みはっけん　　　いか

分布しています。古墳が中心で、縄文e弥生時代の遺跡は未発見です。以下、主なも
かんたん　しょうかい

のを簡単に紹介します。
みやお　　　　　　　　　　　　　はこがたせっかん　ふんきゅう　　　おさ　　たんだん

大声地区には宮尾横穴群（図－1）のほかに、箱形石棺を墳丘の中に納めた樽谷古

－6－



こうき　　　　せいき　　かんが

墳（2）がよく知られています。その築造時期は古墳時代後期（6～7世紀）と考えら

れます。
き　　　　　　　　　　　　　　　ぎじ　　　せきしつ　そな　　おくがきやま

加賀地区には4基の古墳があります。後期の疑似石棺式石室を備えた奥垣山古墳
ながもちがた　　　　　　　ふねがた　　　とくちょう

（3）、中期（5世紀）の長持形石棺あるいは舟形石棺の特徴をまねた2つの箱形の石
うしや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんじやま

棺を持つ牛谷古墳（4）、同じく中期型箱形石棺2つを持つ天神山古墳（5）、そして6
ふたつき　しゅつど　　　　　　　　　　　しがまち

世紀後半（Ⅳ期）の蓋杯が出土した疑似石棺式石棺の志賀町古墳（6）です。
しぐん　　こうせい

野波地区では墳丘の古墳はあまりはっきりしていません。3つの支群から構成され
かめだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はっくつちょうさ

た亀田横穴群（7）があります。平成3年秋に8穴のうち1穴が発掘調査されました
じっさい　　　　　　　　　　　　　う

が、実際にはもっと多くの横穴が埋もれている可能性が高いです。
ちゅうせいせんごく　　　　　　し　もうり　こうぼう　かんけい　　じょうせき

中世戦国時代の尼子氏と毛利氏攻防に関係した城跡は町内に6か所あります。加賀
ええがやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかしぶ

地区には要害山城跡（8）と加賀城跡（9）、大声地区には高渋城跡（10）、大域（平）
じゃだん

山城跡、そして野波地区には城谷の城跡、みほしの城跡、かんじゃ城跡があります。
さんいん　　　　はじ　　　　　　　　　　　　　　　　いこう

なお、野波地区には山陰海岸部で初めて発見された中世の野だたら遺構を持つ野波
やとこたたら　　　　　　　　ひょうこう

屋床炉跡があります。標高約250mの丘陵中腹に位置し、急斜面を切り開いた約0．5ha
おうぎがた　　　　もう

の扇形テラスに設けられています

宮尾横穴群　　8．要害山城跡
9．加賀城跡
10．高渋城跡
11．城谷の城跡
12，みほしの城跡
13．かんじゃ城跡
14．野波崖床炉跡

2．樽谷古墳
3．奥垣山古墳
4．牛谷古墳群
5．天神山古墳
6．志賀町古墳
7．亀田横穴群

1000　　　　　　　　　　　2000　　　　　　　　　3000

島根町内の遺跡分布図
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よこあな　　　　いみ　　　じき

Ⅱ∴碍千十片／ノ新注牟了亘油′／

横　穴　起　憶

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はか

「横穴」とは「横穴墓」あるいは「横穴古墳」とも言われるように、大昔の墓です。
に　　　　　　　　　　じゅうきょ　　　　　　　　ごかい

形が家によく似ているため「横穴式住居」というふうに誤解されるむきもあります
けっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらい

が、決して「住居」ではなく「墓」です。今から約1400年位前（6世紀後半～7世紀
まつ　　　　　　　　やまと　　　　　　あすか　　　　　　し　　　　よ

末）、古墳時代とか大和時代あるは飛鳥時代と日本史の中で呼ばれている時代につくら
よう

れた墓です。要するに「古墳」の一種です。古墳には「土まんじゅう形」の墳丘をもつ
ちょくせついたい　　　　　へや

ものばかりでなく、横穴のように、山の斜面に直接遺体を納める部屋を掘り込むもの

もあるのです。
とうじ　　　　　　　ちゅうりゅう　　　　　　　　ゆうりょくしゃそう　　かぞく

横穴はふつう当時のムラの中で、中流ないしそれ以上の有力者層の「家族墓」と
かいきゅうしゃかい

考えられています。（現在とちがってそのころは階級社会ですから、横穴がつくれない
とびら　　　　　　　　　なんと　　　　あんち

人々もいました。）横穴の入口の扉をはずしさえすれば何度も遺体の安置ができます。
へいきん　　　つか　　　　　　　　　　　こんかい　　　　　　　　　　　すうかいしよう

だいたい平均3回位使っているそうです。現に今回調査した宮尾横穴群でも数回使用
れい　　　　　　　　　　　　　さいしょ

した例が明らかになりました。最初に穴を掘ってから、その後約100年の間に血のつな
じんぶつ　　　　　　ほうむ

がりのある人物を何人も中に葬っています。
すう　　　　　　　　　　　　　　　　むれ

横穴はふつう一か所に数穴ないし数十穴もまとまって、群をなしたようなかっこう

で掘られています。ですから「○○横穴群」という呼び方になります。ここ宮尾の場合
さくねんと　　　　　　　　　　　　　　こんねん

もそうですから、宮尾横穴群です。昨年度の発掘調査で二十穴そして今年度十七穴、
かくにん　　　　　　　　　　　　　　ぶぶん　　　　　　　　　　　　　おも

合計三十七穴も確認できました。まだ調査してない部分を含めると五十穴はあると思
とお

われます。発掘後、遠くか
°　　　°　　　°　　　t

らは、まるでハチの巣ある
・　・　・　・　・　・　・　　　かく

いぼ4階建アパート（各横
しつ

穴が各室）のように見えま
こんにち

す。今日的な言い方をすれ
きょうどう　　　しゅうだん

ば、共同墓地、集団墓地

です。今の墓地の多くがそ
しゅうらく　へい

うであるように、集落や平
や

野とか海、川を見おろすな
こだか

がめのよい小高い場所に横

穴群がつくられています。 宮尾横穴群第2次調査区全景
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宮尾の場合は日本海が見晴
ぜっこう

らせる標高5～20mの絶好
やまはだ

の場所です。そして、山肌

に直接穴を掘るのですか
どしつ

ら、その土質が適している
じょうけん

ことも条件です。掘りやす
どうじ　　　　　　　　　がん

く、同時にくずれにくい岩
しつ　　　　ところ　えら

質、土質の所を選んでおり
しゅう

ます。ここ宮尾の場合、周
い　　　　　まった　こと

囲の丘陵と全く異なった岩
せきえいあんざんがんしつぎょうかいがん

質「石英安山岩質凝灰岩」
やわら　　　かこう

という横穴群を掘るのに都合のよいも　ほどほどに柔かくて加工しやすく、それでいて
しゅうへん　　　　　　　さがん　けつがん　ごそう

くずれにくいものです。周辺一帯の丘陵は砂岩と頁岩の互層からできていますが、こ
きょくぶてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだいじん

こだけは局部的に掘りやすい土質になっています。古代人はそれに目をつけて横穴群
えら

の場所を選んだのでしょう。

竿

玄g
室七
の

高
さ

よ

玄ご
室七
幅！姜

l

もしきず　かくぷいめいしょう

横究模式図度各部億名称（『奥山遺跡発掘調査報告書』より）

こうぞう　　　　　　　　　　　　　　もっとてまえ　　　　ぜんてい　　　　ぼどう

次に横穴の構造についてふれます。まず、最も手前には、「前庭」という墓道があり
つう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぜんさい

ます。奥の墓に通じるテラスみたいなものです。ここでは「墓前祭」というような
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ぎしき　　　　　せんもん　　　　　　　　　　　　　　　　　へいそくよう

儀式をします。「羨門」は入口にあたります。ここに扉をします。閉塞用の石を積み上
せんどう　　　　　　　げんしつ

げたりします。「羨道」はその奥の「玄室」につながるトンネルです。「玄室」は遺体を
よこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんじょう

横たえる部屋です。横穴の中心部になります。その天井は家形や丸天井形あるいはテ
さまざま　　　　　ゆか　　　　　　　　　そな　　かくしゅ　いぶつふくそうひん

ント形など様々です。玄室の床には遺体を納めた時にお供えした各種の遺物（副葬品）
なら　　　　　　　　　　　　　　　　たち　　　　　　　　どき

が並んでいます。ここ宮尾の横穴からも、大刀、玉、イヤリング、土器などたくさん見

つかりました。

横穴の時期

－土器が物差し－
ほ　　　　つか　はじ　　　　　　　　　　　　　すくな　　　　ほうむ

横穴がいつごろ掘られて、使い始められ、そしていつごろまで、少く・とも何回葬ら
いこう　　ついそう

れてきたか（2回目以降を「迫葬」と言う）－これを知る手がかりは、その横穴から
とく　　ゆうこう　　　すえき　　　　　　　ふたつき

出土した副葬品の土器です。特に、有効なのは須恵器という土器の「蓋杯」という
きしゅ　　たと　　じょせい　　　　　　じだい　なが　　　　　　　　　　　　か

器種です。例えば女性のスカートが、時代の流れによってミニからロングと変わって
つp　　ちゃわん　　　　しょっき

いくように、この蓋杯（蓋の付いた茶碗のような食器）は、次のように時期が下るごと
へんか

に変化していきます。

時
期 Ⅲ期 Ⅳ　　　　　　　　　　　　　 期

型 B
A ；B つ I B －2 i c llD　 ：　 E

ll
F

図

（空≡≡箋 ∠至も　 ∠∃§－　∈賢も　 ∠要誌 ∠二重≡≧ゝ　　∠空空E≒垂＞ 星 迅

竃≡巨ク 琶≡矛　 等重謬　 ミヨ⊇7　 ⊆芸才 焉歪謬　 宅墓謬 ∈去♂

世

紀

⊥ノ＼

7　 世　 紀　 前　 半 7　 世　 紀　 後　 半

七　　　　　　　　　　 七 七 七
世 世　　　　　　　　　 世 世 世

紀
紀 紀　　　　　　　　　 紀 紀
後 前　　　　　　　　　 半 後
半 半　　　　　　　　　　 ば 半 末

実
年
代 600年 0年

ノ

70
　　（西
暦

　　）

約　 1 5　0　 年　 間　　　　　　　　　 ′ヽ

さんいんちほう　　　　　　　　せいき　　　　　やく

上　Ⅲ期　山陰地方の蓋杯はI期（5世紀末、今から約1500年前）からI、Ⅲ、Ⅳ期
わ　　　　　　　　　　　ばあい

（7世紀）というように大まかに4つの時期に分かれます。宮尾横穴群の場合は、こ
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こうはん

のうちI期と‡期のものはなくて、Ⅲ期のB型（6世紀後半、今から約1400年前）か
とくちょう　　　　　　　けず　　　　　　　　　しあ　　ほうほう

らあります。Ⅲ期の特徴は、器面に「へラ削り」というていねいな仕上げの方法をし
てん

ている点です。
がた　　　　　　　　　　　　　　　　うけぶ　　　　　　ぶぶん

2．ⅣA型　ここからⅣ期に入ります。杯部の受部（蓋を受ける部分）の立ち上がりが
くら　ひく　　　　　　　　　　　しゅはう

Ⅲ期に比べ低くなり、「へラ削り」の手法はなくなります。A型は次のB－1型に比
へだた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんはん

べ大形です。B－1型と時間の隔りはないようです。AとB－1型は7世紀前半と
かんが

考えてよいでしょう。

3。ⅣB十1型　A型に比べやや小形です。
いっそう

4．ⅣB－2型　B－］型に比べ一層小さくなります。次のC型と変わらぬほど小形化
くぶん

します。B－1型とは時間的に区分してもよいでしょう。C型とは分けないほうがい
こま　　　　　　　なか

いでしょう。B－2型とC型は大きくは7世紀前半、そして細かくは7世紀半ばごろ

の時期とします。
にゅうとうじょう

5．ⅣC型　B－2型とほぼ同じ形ですが、蓋に乳頭状の小さな「つまみ」がつきま

す。
ほうじゅ

6．ⅣD型　蓋に宝珠状の「つまみ」がつきます。このD型から7世紀後半にする分け

方もありますが、B－2型、C型と合わせて7世紀半ばとする考えもあります。C型
いちおう　　　　　すこ　あたら

に比べやや大形化したように思われます。一応、C型より少し新しいタイプと考え
そこ　　　こうだい

ます。杯はA～C型まで底には「高台」がなかったのに、この型から高台付きとなる

ようです。
りんじょう

7．Ⅳ－E型　「輪状つまみ」がつくようになります。杯の「高台」もあります。7世

紀後半のタイプです。
いっけん　　　　みわ　　　　　　　　　　　うちがわ　こと

8．Ⅳ－F型　一見、E型と見分けがつきませんが、蓋の内側が異なります。E型には
お　　ま

日録内側に「かえり」が付きますが、このF型は、折れ曲がっただけで、「かえり」

がありません。E型より新しく7世紀もいよいよ終わりの時期です。

ものさ

このように、土器の蓋杯を「時間の物差し」としてタイプ分けしました。これによっ
せつめい

て、それぞれの横穴の時期について説明することにします。
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ど　　　さ　い　　　く　さ　大　た　く　と　「　数　わ　た

、今　か　た　中　ら　ん　き　び　つ　声　う　を　せ　く　私　今
と　日　ら　横　に　い　の　な　っ　L　を　つ　聞　る　さ　の　日

瀬畑
一二　言∴十一∵・∴！二　　　∴　三　恭・：

壷誓頼亭芸壷羞　吾妻董童子

第2次発掘調査前の遠景（中央のくぼみはC－14号穴）
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Ⅳ．調査のあらまし

調査の方法

宮尾横穴群は、北～東を向いた高さ5～20mくらいの急な斜面に、3～4段の
かいだんじ上う　　じゅず

階段状の「数珠つなぎ」のようにつくられています。ここに横穴群があることはずい
がけした　　　　とちゅう　　かいこう

ぶん前から知られていました。崖下や斜面の途中で、開口した横穴と遺物が発見され

ていました。
じつどう

昨年度の第1次調査は平成元年6月14日から10月21日までの実働33日をかけて、丘
たいしょう

陵斜面のおよそ西半分が対象でした。西側からA区、B区、C区と分けて発掘調査が

行われ、A区で11穴、B区で3穴、C区で6穴の計20穴が確認されました。

今年度の第2次調査は、そのC区の続きで、宮尾の丘陵斜面のほぼ中央部から東半

分に当たる広い範囲（約10mX約50m）でした。平成2年7月4日から10月31日まで
よう　　　　　　　　　　　けんしゅつ

の実働95日もの長期間を要し、合計17穴の横穴を検出しました。前年度のC区ではC－

6号穴まで見つかっていましたので、今回はC－7号、C－8号穴というように番号を

つけました。したがってC－7号穴からC－23号穴を調査したことになります。
しゃしんさつ

まず調査対象地の写真撮
えい　　　　　しゅくしヤく

影や地形測量（縮尺1／100，

50cmコソタ）を行い、全体

の地形をつかみます。次に
そ

丘陵斜面に沿って縦方向に
はぼ

幅2mの短ザク形トレンチ
しくつこう　　　　　　せってい

（試掘溝）を全域に設定し

ます。東西約54mの斜面に
もう

27本のトレンチを設けまし

た。
た　　　　ちひょう

1，400年も経つと、地表
めん　　　　ひじょう　　　　　　　　　　　　　　あつ　　　　　　　　　どしゃ

面の状態が非常に変化しております。横穴が厚さ約20cm～200cmの土砂に埋もれてしま
すがた　　　　　　　　　　　ひょうど

い、全くその姿が見えません。はたして表土の下に存在しているのかどうか見当がつ
じょうきょう

きにくい状況でした。正直なところ、第2次調査区には、それほど多くの横穴はない
よそう

だろうという予想をしていました。
おのおの　　　　　　あらぼ　　　　　　　　　　　　　のぞ

ところが、各々のトレンチを荒掘りし、表面の堆積土をとり除いて、斜面全体をは

－17－



ぎとったところ、出るは出
よそう　はん

るは。予想に反して17穴も。
じぜん　　　　　　たよ

いかに事前の表面観察が頼
つうかん

りにならないかを痛感しま

した。掘ってみて初めてわ

かるものです。
じょうほう

なお、斜面上方の道路に

近い部分は、安全性を考え

て発掘をしませんでした。

7月5日からの荒掘りはク
きかい

ワとスコップを使う荒仕事です。ブルドーザなど機械を使ったら横穴を見つけるどこ
ぎゃく　　　　　　　　　　　えんてんか　　　　ぞうき　　　　じゃま

ろか、逆にこわすことになりかねません。炎天下で、しかも雑木や竹の根に邪魔され

るつらい作業でした。実働13日かけ7月21日に終わりました。
けっか　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅんばん　　　　せいさ

荒掘りの結果、横穴の存在箇所を見つけますと、次は1穴ずつ順番に芋掘りで精査
ちゅうじくせん　　　　　　　　　　　　　　　　どそう

します。横穴の中軸線と思われる部分に幅10cmのアゼを残し、土層を観察しながら進
いしょく　　　　　　　　　　　　しんちょう　　　　　だんかい

めます。クワとスコップが移植ゴテにかわり、竹ベラやハケで慎重に調べていく段階
ゆだん

になります。ちょっと油断すると掘りすぎたり、遺物をこわしたりします。
いこう

1つの横穴を元のままの状態にまで掘り上げますと、きれいに遺構や遺物をそうじ
しゅつど

して出土状況を写真撮影し、さらに1／20の縮尺で図面（平面図、正面図、断面図）にと
とびらいし

ります。この作業にけっこう時間を要します。おまけに羨門に扉石などがありますと、

約2倍の労力と時間を要します。（扉石の状況を図面化しないと、石がとりはずせませ
てま　　　へいそくしせつ

んから。）今回はそうした手間をとる閉塞施設の横穴が15穴もあったのです。調査期間
の　　　　　　　　　　　　　　　　ぞくしゅつ

が相当延びたのは、1つにはこの扉石の横穴が続出していたことにもよります。実測

作業は炎天や雨風の日でもやります
せま　げんしつ

し、まっ暗なしかも狭い玄室の中で、

かい中電灯のあかりだけを頼りに
ほうがんし

方眼紙に向かう仕事なので、ずいぶ

ん骨が折れました。なお実測の基準

とした標高は工事用のものを使用し

ました。
じゅんじょ

では、調査の順序にしたがってC－
の

7号穴から述べていきます。



C－7号穴

げんしついたい　おさ　　　　　せんどう　　　　　　　　　　　　　　　らくばん

玄室（遺体を納める部屋）と羨道（玄室に通じるトンネル部分）の天井部は落盤して
じょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　たしょう

いました。玄室はおよそ2畳の広さです。天井がなくなっているので多少わかりにく
かんりゃくか　　　　　　　　　　　　　　　　べんか

いのですが、やや簡略化した家の形につくっています。「便化家形」という形です。床
しほう　かべ　　　　はいすい　　みぞ

面の中央と四方の壁に沿って排水用の溝が掘ってあるため、あたかも玄室床面に左右
ひつぎ　　　　　　　　　　　　　　　　もう

2つの棺台（遺体を置くベッド状のもの）が設けられているようです。そして各々の
まくら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたつき　かめ

棺台には遺体の頭をのせる枕石のような石が置かれ、その近くには、蓋杯や聾など
すえき　そな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅるい

須恵器が供えてありました。蓋杯のタイプはⅣAとⅣDの2種類あります。ⅣAの
じき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついそう　　　とびら　　のぞ

時期（7世紀前半）にこの横穴は掘られ、その後何度か迫葬（入口の扉を取り除いて何
さいしゅう

度も遺体を入れる）し、最終的にはⅣDの時期（7世紀後半）に使い終わった、とい

うことが言えます。
ちゅうもく　　　　　　　　　へいそく　　　　せんもん

注目すべきは、この横穴の閉塞状況です。羨門（羨道の入口）だけでなく羨道全体に
たりょう

わたって、びっしりと大小73個もの多量の石で積み上げ、石と石のすき間やその
ひょうめんちヤかっしょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すで

表面を茶褐色粘土でつきかためたようにしています。追葬の最終回には既に羨門の天

井がなくなっていたにもかかわらず、石を積み上げて閉塞したことがわかります。石
かど　みが　　　　　　　　　うみいし

は山の石ではなく、角が磨かれて丸くなった「海石」です。おそらく近くの海岸から運

んだのでしょう。なお、羨道の床面に浅い穴が3つあるのは、おそらく一番下の石を

安定させるため掘ったものでしょう。
しゅじく

前庭は玄室の主軸方向に対し左へ約20度ずれています。

C－7号穴観察表 （単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床 面 ）

平　 均

1 1 ．8 0
奥 行 2 ．3 0 奥 幅 1 ．9 8 前 幅 2 ．2 8 最 大 幅 2 ．5 2 高 さ 木　 明

平 面 形 ほ ぼ 正 方 形
天　 井

の 形 態
便 化 家 形 型　 式 妻 入 り

埋　 葬

施　 設
左 側 枕 石 、 棺 台 状 右 側 枕 石 、 棺 台 状 奥 不 明

羨　　 道 長　 さ 1 ．4 0 奥 幅 0 ．68 前 幅 0 ．4 5 高 さ 不　 明 横 断 面 の 形 l 鶏 卵 形 か

閉 塞 施 設 石　 材 大 小 の 自 然 石 7 3 個 で 、ほ ぼ 羨 道 全 体 に び っ し り積 み 上 げ て い る 。 繰 込 有 無 不　　 明

前 庭 部 長　 さ 1 ．8 0 幅 0 ．8 0

排 水 溝 玄 室 の 中 央 と 四 方 の 壁 に 沿 っ て い る 。 羨 道 に は 続 か な い 。

そ　 の 他 羨 門 に 段 差 が つ い て い る 。 前 庭 は 玄 室 の 中 心 線 よ り左 へ 約 2 0 度 ず れ て い る 。
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C－7号穴

せんどうぷ　　つ　あ

1横穴の入口（羨道部）に積み上
とびらいしへいそくよういし‾プ　　　　　しよう

げた扉石（閉塞用石積み）の状
きょう　ぜんてい

況く前庭から見たところ〉

とぴらいし　　　つ

2　扉石の石の積み上げ方を上か

ら見たところ
げんしつ　　　　ぜんていぷ

（左側は玄室、右側は前庭部）

けんしつ　　　　　　　いぶつLlのどじょうきょう

3　玄室の中の遺物出土状況を上
せんどう

から見たこころ（左側は羨道）
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遺物出土位置

玄　　 室 杯蓋 4 個、杯身 4 個、脚付杯 1個、平瓶 1 個、聾 1 個

羨　　 道 なし

前　　 庭 高杯 （脚部のみ） 1個

そ　の 他

築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀後半）
須恵器型式

Ⅳ期

（A ・D ）
追葬有無 有 人骨有無 4旺

ハヽヽ

備　　 考
玄室と羨道の天井が落盤。追葬の最終回には、羨門部の天井が失われているにもかかわらず、石

材で羨道全体を閉塞 している。

C－7号穴出土遺物観察表

番

号

取 り上

げ番 号
器　 種 －

寸　　　 法 （cm）
胎　　 土 焼 成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

1 Nd　 28 杯　 蓋 12．0 3 ．9
細 砂 を多 く

含む
良好 青 灰 色

外面 一天井部 ナ デ調整 、下 部 回転 ナデ

内面 一天井部 静止 ナ デ、下 部 回転 ナデ

Ⅳ

A

2 N n　 3 3 ／／ 12 ．3 4 ．1 －／／ ／／ ／／

内面天 井部 に二条 の へ ラ記 号

外 面 一天井部へラ切 り後 ナデ調整 、下部回転ナデ

内面 一天井 部静 止 ナデ、 下部 回転 ナデ

Ⅳ

A

3 N n　 26 ／／ 13 ．3

（晋 姦）

11 ．1

2 ．8
密

細 砂を含 む
／／ 黄 灰 色

外面 一天井 部 回転へ ラ削 り、下 部 回転 ナデ

宝珠 状つ まみ を有 す

内面 一天井 部静 止 ナデ 、下部 回転 ナデ

Ⅳ

D

4 m　 36 ／／ 13 ．6

（音義 ）

1 1．2

2 ．7 ／／ ／／ ／／

外面 一天 井部 回転 へ ラ削 り、下 部 回転 ナデ

宝 珠状 つ まみを 有す

内面 一天 井部 静止 ナデ 、下 部回転 ナ デ

Ⅳ

D

5 Nn　 27 杯　 身 12 ．8
（受部 ）

3 ．5 ／／ ／／
灰　　 色 外面 一上 部 回転 ナデ、 底部 ナデ 調整 Ⅳ

10 ．1 黒 灰 色 内面 一上 部 回転 ナデ、 底部 静止 ナデ A

6 Nは　 3 0 ／／ 1 3 ．9
（ 〝 ）

11 ．5
3 ．9 ／／ ／／ 青 灰 色

外 面 一上部 回転 ナデ、 底部 へ ラ切 り後 、 ナデ調

整、焼 成前 につ い た クシ状 のキズ有 り

内面 一底部静 止 ナデ 、上部 回転 ナ デ

Ⅳ

A

7 恥　 2 9 ／／ 13 ．6
（ 〝 ）

4 ．3 ／／ ／／

灰　　 色 外 面 一底部 へ ラ切 りの後 ナデ調 整 Ⅳ

11 ．2 暗 茶褐 色 内面 一底部 静止 ナデ 、体 側部 回転 ナデ A

8 N n　 31 ／／ 13 ．1
（受 部）

10 ．7
3 ．9

密

細砂 を多 く

含 む

／／ 青 灰 色

内面底 部 に一条 のへ ラ記 号

外面 一底 部は へ ラ切 りの後 ナデ調整 、上 部 回転

ナデ

内面 一底 部静 止ナ デ、 上部 回転 ナデ

Ⅳ

A

9 Nn　 24 高　 杯 不 明
（脚）

9 ．8
不 明 密 ／／ ／／

すか しは 1 段 。 2 方 向か ら切 り込 み を入れ ただ

け の もの。

全面 一 回転 ナデ

1 0 Nは　 34 脚 付杯 9 ．4
（〝）

4 ．9
5 ．2

密

紳 砂 を多 く

含 む

／／ ／／

外面 一回転 ナデ

内面 一杯部 底に静 止 ナデ
Ⅳ

11 N は　 3 5 賓 17 ．7 2 6 ．4 2 7 ．5 ／／ ／／

明 灰 色

淡 灰 色

外 面 一 口綾 部横 ナデ調 整 、肩部 か ら底部 まで タ

タキ 目，部分 的に 横ナ デ

内面 ⊥ 口綾 部横 ナデ 調整 、頸 部か ら底部 ま でタ

タキ 目

12 Nn　 32 平　 瓶 8 ．3 17 ．1 19 ．1 ／／ ／／ ／／

外面 一 口縁部 か ら頸 部 にかけ て回 転ナ デ、肩 部

か ら胴 部は カキ 目調整 、底 部へ ラ削 り、

自然粕 を有す

内面 一全 面回 転ナ デ
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C－8号穴

ごうあなみなみどな　　　　　　げんしつせんどうてんじょう　　　らくばん

C－7号穴の南隣りにありました。玄室と羨道の天井はすべて落盤しており、羨道部
ゆかめん　いちぶ　　　　のこ　　　じょうたい　　　　　　　　　やく　　　うえ

の床面の一部もかろうじて残っている状態でした。玄室の床面から約60センチ上に
あつさ　　　　　　もくたん　あかいろ　やけつち　ふく　つちそう　ぜんたい

厚15～20センチの木炭や赤色の焼土を含む土層が全体にひろがっていました。おそら
のち　よ　ひと　　よこあな　つか　なに　　　　　　　　　　さいわ

く後の世の人がこの横穴を使って何かしていたのでしょう。幸いその木炭・焼土層の
したまった　　　　　　　　　　　　　　　　ちかたか　　どき　　こしゅつど

下は全くいじられていなかったため、床面や床面に近い高さから土器が13個出土しま

した。
おな　けいしき　　べんかかけい　　　　こんかい　だいにじちょうさ　み

このC－8号穴はC－7号穴と同じ形式の「便化家形」です。今回の第2次調査で見
なか　もっとふる　じき　　　　　　　　　　せいきこうはんはじま

つかった17穴の横穴の中では最も古い時期につくられたものです。6世紀後半に始り、
ご　　　ぜんはん　なんど　ついそう　　　　　　　　　　　たい

その後、7世紀前半まで何度か迫葬されています。玄室の床面は平らになっていませ
まくらいし　　　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　ぉくぶ

んが、枕石に使ったような石や土器がまとまった感じにおかれています。羨道の奥部
とびらいし　　　　　おも

に石が2個だけありますが、おそらく扉石の一部だと思います。

C－8号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

10．20
奥行 1．60 奥幅 1．72 前幅 2．10 最大幅 2．10 高さ 不　 明

平面形 長方形
天　 井

の形態
便化家形 型　 式 平入 り

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 不　 明 奥幅 0．62 前幅 不　 明 高さ 不　 明 横断面の叫 底面はU 字形

閉塞施設 石　 材 自然石で閉塞 したと思われる。 2 個だけ遺存。 繰込有無 不　　 明

前 庭 部 長　 さ 不　 明 幅 不　 明
排 水 溝 無

そ　の 他

遺物出土位置

玄　　 室 杯蓋 5 個、杯身 5 個、高杯 2 個、堪 1 個

羨　　 道 不明

前　　 庭 不明

そ　の 他
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C－8号穴

ちゆうおう

1中央がC－8号穴、その左どなり

がC－9号穴、右どなりがC－7

号穴。C－7号穴の右側は前年
はっくつちようさくいき

度発掘調査区域（地すべりの
ぼう　二へき　　ほっくつちようさ　ご

防護壁が発掘調査後に取りつ

けられた）

け人．しつゆかめん　　いふっしゅっとじょうきょう

3　玄室床面の遺物出土状況
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築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（6 世紀後半）
須恵器型式

Ⅲ期 （B ）

Ⅳ期 （A ・3 －1 ）
追葬有無 有 人骨有無 無

備　　 考
玄室 と羨道 の天井が落盤。羨道部の大半 と前庭部 のすべ てが宅地や畑の造成のため既に消滅。後

世 この横穴を何かの 目的で利用 した痕跡 がある。

…・・串

一一、軒も
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∠≡E箋

∈王箋

巨義

C－8号穴出土遺物観察表
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C－8号穴出土遺物実測図

番

号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　　 法 （cm ）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考 ．

タ
イ
プ口径 再同　 径 底径 ！器 高

1 N n　 60 杯　 蓋 12 ．1

l

l 4 ．1

密

細砂 を多 く

含む

良好 灰　　 色

外 面 一天井 部へ ラ切 りの後 ナ デ調整 、下 部回転

ナデ

内面 一回転 ナデ の後 天井部 静止 ナ デ

Ⅳ

A

2 N d　 62 ／／ ・11 ．7

l

4 ．4 ／／ ／／ 黄 灰 色

外 面 一天井 部へ ラ切 りの後 静止 ナ デ調整 、天 井

部に へ ラ記号

内面 一天井 部幅広 く静 止 ナデ 、下 部回転 ナデ

Ⅳ

A

3 m　 63 ／／ 11 ．2 4 ．1 ／／ ／／
黒 灰 色

灰　　 色

外 面 一天井 部へ ラ切 りし、ナ デ調整

内面 一天井 部静 止 ナデ、下 部 回転 ナデ

Ⅳ

A

4 m　 69 ／／ 13 ．4

ll
ll
ll
l

4 ．2

l

／／ ／／ 黄 灰 色

内面 天井部 に ×のへ ラ記 号

外面 一天井 部 へ ラ切 りの後 ナデ調整 。下 部 回転

ナ デ

内面 一回転 ナ デ、そ の後 天井 部静 止ナ デ

Ⅳ

A

5 m　 66 ／／’ 9 ．9 3 ．2 密 ／／ 灰　　 色
外面 一天井 部 へ ラ切 りの後 ナデ、 下部 回転 ナデ

内面 一回転 ナ デ、天 井部 に静 止 ナデ

Ⅳ

B

1

6 Nn　 59 杯　 身 13 ．2
！（受 部）

11 ．0
4 ．0

密

細砂 を多 く

含 む

／／ 青 灰 色

外面 一底 部へ ラ切 りの後 ナ デ調整 、上部 回転 ナ

＿－ト7 －

内面 一底部 静 止ナ デ、上 部 回転 ナデ

Ⅳ

A

7 Ih　 6 1 ／／ 12 ．6
！（ 〝 ）
l
10 ．1

l
4 ．3 密 ／／ 灰　　 色

l 外 面が 自然粕 が付 着

ヽ
外面 一底 部へ ラ切 り後 ナデ調 整、 上部 回転 ナデ

内面 一 回転 ナ デ、底 部 のみ静 止 ナデ

Ⅳ

A

8 Nは　 64 杯　 身 13 ．1
！（受部）

l
・ 10 ．7
l

3 ．5

ll

密

細 砂を 多 く

含 む

／／ ／／

外面 一底 部回転 へ ラ削 り （右 回 り）上 部回転 ナ

、＿、トフ‾

内面 一 回転 ナデ の後 底 部に静 止 ナデ

Ⅲ

B
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番

号

取 り上

げ 番号
器　 種

寸　　 法 （① ）
胎　　 土 焼 成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

9 Nd　 6 5 ／／ 12 ．4
（ ／／ ）

4 ．0 ／／ ／／

黒 灰 色 外 面 一底部 へ ラ切 りの後 ナデ、 上部 は 回転 ナデ Ⅳ

1 0 ．2 黄 灰 色 内面 一回転 ナデ 、底部 に静 止 ナデ A

10 Ih　 70 ／／ 12 ．9
（ 〝 ）

11 ．2
3 ．7 ／／ ／／ 灰　　 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 若干 静 止ナ デ、 上部 回転

ナ デ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部回転 ナ デ

受部 は真横 に伸 び、 立 ち上が りは垂 直

Ⅳ

A

11 N n　 67 高　 杯 17 ．2
（脚 ）

9 ．6
10 ．7 ／／ 不 良 黄 褐 色

外面 一前面 回転 ナ デ

内面 一回 転ナ デ
Ⅳ

12 ／／ ／／ 良好 灰　　 色

外面 一三方 の切 り込 み有 り，一条 の沈 線 あ り，

回 転 ナデ

内面 一 回転 ナデ

Ⅲ

末

13 鹿 9 ．8 ／／ ／／ ／／

外面 一二 条 の沈 線 を入れ て 、そ の前 に クシ状刺

突 状

内面 一 回転 ナデ

Ⅲ

末

こうこがくまめちしき

・・・・・・‖…仙・・・考古学豆知識J櫨1

すえき　かた

須恵器は硬い

やきもの

宮尾横穴群からは須恵器という焼物が

大量に出土しました。古代の代表的な土

器です。今から約1500年くらい前、
ちょうせん　　　　　　　さいしんぎじゅつ

朝鮮半島から日本へ最新技術として伝
すやき　ようき

わりました。それまでの素焼の容器にく
かた

らべ、はるかに硬くてこわれにくい。だ

からまたたく間に全国へひろまりました。
がま

この絵のように「あな窯」というトン
ねんど

ネル状の窯がポイントです。1100℃以上にも高温になるそうです。なお、粘土で形を

つくる時には「ろくろ」を使っていました。
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C－9号穴

となり　　　　　　　　　　　　　　けいしき　　　　せいきぜんはん

C－8号穴の南隣にあります。同じく便化家形の形式です。7世紀前半につくられま
げんしつ　　がわ　　　　　おくゆ　　　　　　　　　　　　　せんどう　てんじょう

した。玄室の右側と左側とは奥行きの長さにちがいがあります。羨道の天井は落ちて
げんけい　たも　　　　　　とびらいし　　　うみいし　つ

いますが、玄室の天井はほぼ原形を保っています。扉石はやはり海石を積み上げてい
ほじゅう　　　　　　せんもん

ますが、山の石（地山と同じ岩質）をいくつか補充しています。羨門には板状の扉をは
くりこみ

めこむことができるように「繰込」をつくっています。それがあるにもかかわらず、
しぜんせき　　　　　　へいそく　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんてい

自然石を積み上げて閉塞しています。この穴もC－7号のように前庭～羨道が、玄室の
ちゅうじくせんやく

中軸線と約15度ずれています。
まくらいし

玄室の入口付近には左・中央そして右というふうに枕石のような石がおかれていま
ふくそうひん　　どきるい　　　　　じかん

す。3体を並べるにはちょうどいい位置です。副葬品には土器類のなかに耳環（銅に
はいすいみぞ

金メッキをしたイヤリング）が2個あります。1個は中央の排水溝の中から、もう1
はじき　つき　おお

個は、土師器の杯に被われた形で出てきました。
ふた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るいれい　　　めずら　　しな

蓋（図の6）は蓋杯の蓋ではありません。あまり類例のない珍しい品です。杯（同図
ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　きんきちほう　　　はんにゅうひん

の12）は他に例の少ないもので、ひょっとして近畿地方からの搬入品かもしれません。
にちじょうせいかつ　　　　　　　　　さいし　そうしき

もう1つの杯（同図13）は、日常生活で使っていたのを、祭祀（葬式）のために底に穴

をあけたかもしれません。

C－9号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

10．80
奥行 2．25 奥幅 1．80 前幅 1．48 最 大幅 2．04 高 さ 1．16

平面形 長方形
天　 井

の形態
便化家形 型　 式 妻入 り

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 0．70 奥幅 0．60 前幅 0．72 高さ 不　 明 横断面の形 l鶏卵形

閉塞施設 石　 材 自然石 （海石と地山の石）38個 繰込有無 有

前 庭 部 長　 さ 不　 明 幅 1．30

排 水 溝 玄室中央と右壁

そ　の 他
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C－9号穴

ちゆうおう

1中央がC－9号穴。左どなりは

C－10号穴、その左どなりは
じようほう

C－11号穴、その左上方はC－15

号穴。

C－9号穴の右どなりはC－8号

穴、その右どなりはC－7号穴。

－ピんてい．ミC

2　C－9号穴を前庭部から見たと

ころ。

げんしつない　ようす

3　C－9号穴の玄室内の様子
まくらいし　いぷつ　しゆつどじようきょう

（枕石と遺物の出土状況）



くさ．＿．＿‥ビ皇l毒．一一、

16

15

C－9号穴出土造物
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A－Bの断面

lF
I Cn

I冒
ー35－

C－9号穴実測図



遺物出土位置

玄　　 室 杯蓋 5 個、蓋 1 個、杯身 5個、横瓶 1個、土師器杯 2 個、耳環 2 個

羨　　 道 なし

前　　 庭 なし

そ　の 他 閉塞施設の中に横瓶 1 個と薗 1 個

築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀後半）
須恵器型式

Ⅳ期

（A ・B －1 ・B － 2）
追葬有無 有 人骨有無 4旺

ハヽヽ

備　　 考 羨道の天井部落盤。

C－9号穴出土遺物観察表

番

号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　　 法 （cm）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

1 Nd lOO 杯　 蓋 12 ．0 4 ．0

密

細砂 を 多 く

含 む

不 良
自 灰 色

橙　　 色

外面 一天井 部 へ ラ切 り後 ナ デ調整 、下 部 回転 ナ

デ 、沈線 1 条 を有 す

内面 一天井 部静 止 ナデ、 下部 回転 ナ デ

7 とセ ッ トに な る。 口唇 部 に 1 条 の沈 線

Ⅳ

A

2 Nn 106 ／／ 12 ．4 4 ．9 ／／ 良好 暗 青 色
外面 一天 井部 へ ラ切 り、下部 回転 ナ デ

内面 一底 部静 止ナ デ、下 部 回転 ナデ

Ⅳ

A

3 Nd　 97 ／／ 10 ．5 3 ．9
荒 い砂 を含

む
／／ 暗 灰 色

外面 一回 転 ナデ、 天井 部に若 干 の静 止ナ デ

天 井部 の一 部に麻 布痕 有 り

内面 一 回転 ナデ、 天井 部に若 干 の静 止 ナデ

Ⅳ

B

1

4 Nn　 98 ／／ 10 ．8 4 ．3

密

細 砂 を少 し

含 む

／／ 灰　　 色
外面 一天 井部 ナ デ、下 部回 転 ナデ

●
内面 一天 井部 ナ デ、下 部 回転 ナデ

Ⅳ

B　 L

1

5 恥 10 3 ／／ 9 ．1 3 ．3

密

細 砂 を多 く

含 む

／／ 暗 青 色

外面 一天 井 部へ ラ削 り、下 部 回転 ナデ

内面 －ナデ 、下 部回転 ナ デ

11 とセ ッ トにな る。

Ⅳ

B

2

6 N d lO l 蓋 13 ．9 3 ．6

密

細 砂 を少 し

含 む

／／ 灰　　 色

蓋 杯 の蓋で はな い ，類 例少 な い。

外 面 一天井 部へ ラ切 り後 ナデ 、下 部回 転ナ デ

内面 一天井 部静 止ナ デ、下 部 回転 ナデ

下 端部 に若 干 の 自然粕

7 Ih lO 8 杯　 身 13 ．4
（受 部）

10 ．2
4 ．1
細砂 を多 く

含む
不良

自 灰 色

橙　　 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 ナ デ、 上部 回転 ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部回 転ナ デ

1 の蓋 とセ ッ トにな る。

Ⅳ

A

8 N n 105 ／／ 13 ．6
（受 部）

10 ．0
3 ．6 密 良好 灰　　 色

外 面 一底部 ナデ 、上 部へ ラ切 り後 ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部回転 ナデ

外 面 に 自然 粕有 り。

Ⅳ

A

9 Ih lO9 ／／ 13 ．1

つ一

（受 部）

10 ．1
4 ．2
細砂 を多 く

含 む
／／

暗 青 色

茶 褐 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 ナデ調 整、 上部 回転 ナデ

・内面 一底部 静止 ナ デ、上 部 回転 ナデ

内面 に ×のへ ラ記号

Ⅳ

A

10 Ih lO2 ／／ 11 ．5
（受 部）

9 ．5
3 ．4 ／／ ／／ 灰　　 色

外面 一底部 へ ラ切 り後 ナデ調 整 、上部 回転 ナ デ

内面 一底 部静 止ナ デ、 上部 回転 ナデ

Ⅳ

B

1 1

11 Nn 104 ／／ 9 ．9
（受部）

7 ．9
3 ．2 ／／ ／／ 暗 青 色

外面 一底 部へ ラ切 り後 へ ラ削 り、上 部回転 ナ デ

内面 一回 転 ナデ

5 とセ ッ トに な る。

Ⅳ

B

2
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番

号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　　 法 （cm）
胎　　 土 焼 成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

12 Ih　 95 杯 11 ．5 3 ．4 密 良好 赤 褐 色

土 師器 。 内面に 暗文 を有 す。 （内 側 は 螺 旋状 、

外 側 は放射 状） 全体 の約 1 ／8 ほ どの部 分は C －

11号穴 前庭 堆積 土 中か ら検 出。

内面上 部 回転 ナデ。 内面 にへ ラ磨 きに よ る光 沢

有 り。

13 N n lO7 杯 12 ．7 4 ．2 紳 砂 を含 む ／／

黄 褐 色

赤 褐 色

土 師器 。焼 成後 の底 部穿孔 。

内外両 面 と もへ ラ磨 き。 （外面 に は光沢 あ‘り）

14 N d　 19 旛 9 ．0 8 ．5 13．3 密 ／／ 灰　　 色

外 面 一下部 回転 へ ラ削 り，胴部 以上 回転 ナデ

内面 一回転 ナデ

体 部 中ほ どに 2 条 の溌 線有 り。

15 恥　 2 0 横　 瓶 9 ．7

（長径 ）

2 2．6

（短径 ）

15 ．7

17 ．6 ／／ ／／ 灰　 白 色
外 面 一格子 状 タタキ

内面 一青海波 文 の タタキ

16 ／／ 10 ．4 －

（長径 ）

1 不 明

（短径 ）

18 ．3

20 ．2 ／／ ／／ ／／
外面 一格子状 タタキ

内面 一青 海渡 文 の タタキ

17 Nd　 99 耳　 環
長径

3 ．1

短径

2 ．8

太 さ

0 ．7

～

0 ．8

か な り痛 んだ 金環 で ある。

18 ‰　 96 ／／

長径 短径 太 さ か な り痛 んだ 金環 で ある。

3 ．1 2 ．9 0 ．8 番号 12 の杯 で覆わ れ た状態 で 出土 した。

こうこがくまめちしき

・・・・・叫・・・l叫・考古学豆知識J櫨2 古代の食器

にちじょう

宮尾横穴群からも当時の人々が日常生活で使っていた食器がたくさん出土しまし
ふたつき　　ちヤわん　　　　　たかつき　　　　も　　　　　　　　　　はそう

た。蓋杯は今の茶碗でしょうか。高杯は食物を盛るもの。変わったのが鹿です。
どうたい　　　　　あな　　　　　　　　　　　　　たけづつ　　　　　　　さ

胴体のまん中に穴が1つあいています。ここに竹筒のようなものを差しこんで、ちょ
さけ　　　えき　　そそ

うど今の「きゅうす」のように水や酒などの液体を注いだのでしょうか。
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C－10号穴

とな　　かべてんじょう　さかいめ

C－9号穴の南隣り。壁と天井の境目がないテント形というタイプの横穴です。（玄
に

室の天井の形がキャンプのテントに似ている）扉石がかなりこわれていました。
ぜんていぶ　　　　　　　　　　　　　　　なな

前庭部は玄室の方向とは約15度もずれて斜めにつくられていますし、右側の壁の一部
あら

は粗い仕上げになっています。羨道の両壁もシャープになっていません。これらは
きょくぶてき　ろしゅつ　　　　かた　　　　　　　っら

局部的に露出している硬い岩のため掘り辛かったからでしょう。
ゆか　　　　　　　　　　　こうせい　　　　　　　　　　　　　　け

玄室の床面はかなり凸凹しています。後世、何者かが扉石をくずして中に入った気
はい　　　　　　　　　　　　　　きょくたん

配がします。またC－9号穴ほど極端ではありませんが、玄室の右壁の長さが左壁より

約10センチ短かい点に気がつきます。
ふぞく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こふん

なお、付属して掘られた小穴は一体何でしょうか。そのころ（古墳時代）につくられ
めいかく　こんきょ　　　　　　　　　　　しょうに

たものにはまちがいありません。明確な根拠はありませんが、例えば小児用と考えた

らどうでしょうか。

出土した土器から、C－10号穴は、7世紀前半に使い始められ、7世紀後半にも迫葬

があったことがわかります。

C－10号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

11．80
奥行 2．00 奥幅 1．68 前幅 1．68 最大幅 1．72 高さ 1．14

平面形 長方形
天　 井

の形態
テント形 型　 式 妻入 り

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 不　 明 奥幅 不　 明 前幅 不　 明 高さ 不　 明 横断面の形 l不　 明

閉塞施設 石　 材 自然石39個、ただし半壊状態なので元の数は不明。 繰込有無 4旺
ハヽヽ

前 庭 部 長　 さ 3．80 幅 0．88
排 水 溝 玄室中央と右壁に沿って。

そ　の 他 玄室右壁側に不定形の小穴を設けている。

遺物出土位置

玄　　 室 杯蓋 1個

羨　　 道 なし

前　　 庭 杯蓋 1個、杯身 1個

そ　の 他
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C－10号穴

はんかいじようたいとぴらいしぜんてい

1半壊状態の扉石と前庭から出

土した土器

げんしつせんどうぷ

2　C－10号穴の玄室と羨道部

げんしつ　　　　もう　　　　しょうけつ

3　玄室の右側に設けられた小穴
ご　5



築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀前半）
須恵器型式

Ⅳ期

（B － 1 ・E ）
追葬有無 有 人骨有無 無

備　　 考 羨道全体と玄室の一部の天井が落盤。

C－10号穴出土遺物観察表

C－10号穴出土遺物

C－10号穴出土遣物実測図

番

巧．

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　 法 （皿）

胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　　 考
タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

1 N n l lO 杯　 蓋 10 ．2 3 ．6

密

少 量 の細 砂

を含 む

良好 灰　　 色

外面 一天 井部 へ ラ切 り後 、 ナデ調 整

下 部回転 ナ デ

内面 一天 井部静 止 ナデ 、下部 回転 ナ デ

外 面 天井 部に へ ラ記 号 「一」 有’り。

Ⅳ

B

1

2 恥　 3 6 J！ 1 4 ．9 2．5

密

か な り大 粒

の砂 を含 む

1／ 暗 青 色

外 面 一天 井部 回転 へ ラ削 り、 下部 回転 ナデ

内面 一天井 部静 止 ナデ、 下部 回転 ナ デ

輪 状つ まみを もち、 録端 部 内面 は 「か え り」 が

つ く。

3 と セ ッ トに なる。 内面 に 「×」 のへ ラ記 号

Ⅳ

E

3 Ih　 3 7 杯 ． 身 1 4 ．0 8 ．2 4 ．6 J／ 1／ J／

外 面 一底部 ナデ 調整 、休 部 回転 ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部 回転 ナデ

高 台 がつ く。 2 と セ ッ トに なる。 内面 に 「×」

の記 号

Ⅳ

E
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C－11号穴

ごうけつみなみどな　　　ほそなが　よこあな　　とく　　　ぜんてい　はばせま

C－11号穴の南隣りにある細長い横穴です。特に羨道と前庭は幅が狭く、まるでウナ
ねどこ　　　　　　　まるてんじょう　　　　　　　　いりぐち　しぜんせき　つ　あ

ギの寝床のようです。玄室は丸天井のタイプです。やはり入口は自然石を積み上げた
とびらいし　　　　　　　　　　　　　　こうせい

扉石ですが、かなりこわれていました。後世、だれかが扉石をこわして中に入ったの
おくはんぶん　ゆかめん　　にじてきかこう　あと　　　　　のこ

でしょう。玄室の奥半分や床面には二次的加工の痕がたくさん残っています。（元は、
へいめんけいちょうほうけい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　どき

玄室の平面形は長方形であったのが、丸く加工されている。）玄室の中に1個も土器が
てん　とうくつ　う　　　　しめ　　　　　　　　　　　　　　　もくたん

ない点も盗掘を受けたことを示しています。C－8号穴と同じように木炭入りの土が穴
ぜんたい

全体に入っていました。
せいきぜんはん　なか　　　　すうじゅうねんかんはか　　なんど　つか　　　　　　　しゅつど

7世紀前半から半ばごろまで数十年間墓として何度も使われていたとが、出土した

土器から言えます。

C－11号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

10．70
奥行 2．30 奥幅 1．28 前幅 1．10 最大幅 1．38 高さ 0．82

平面形 長方形 （？）
天　 井

の形態
丸天井 型　 式 妻香 り

埋　 葬

施　 設
左側 無 右側 4旺

ハヽヽ
奥 4旺
ハヽヽ

羨　　 道 長　 さ 不　 明 奥幅 0．62 前幅 不　 明 高さ 不　 明 横断面の形 1楕円形

閉塞施設 石　 料 自然石17個が残存。扉石の上部がこわされている。 練込有無 4旺
ハヽヽ

前 ・庭 部 長　 さ 不　 明 幅 1　 0．45

排 水 溝 不　 明

そ　の 他 羨道 と前庭の区別ができない。

遺物出土位置

玄　　 室 なし

羨　　 道 なし

前　　 庭 杯蓋 3 個、杯身 4 個、短頸壷 1個、土師器聾 1個

そ　の 他

築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀前半）
須恵器型式

Ⅳ期 （A ・B － 1 ・

B －2 ・C ・D ）
追葬有無 有 人骨有無 無

備　　 考
羨道部の天井が落盤。C －8 号穴同様、後世何らかの転用された痕跡がある。（玄室の奥部や床面

に二次加工の痕）
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C－11号穴

とぴらいしじょう

1上部がこわれていた扉石の状
きょう

況

ぜんてい　どきしゅつどじようきよう

2　前庭の土器出土状況

3　左側がC－11号穴。

右側がC－10号穴。
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C－11号穴出土遺物観察表

8

C－11号穴出土遺物

C－11号穴出土遺物実測図

番

号

取 り上

げ 番 号
器　 種

寸　　　 法 （C血）

胎　　 土 焼 成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考
タ
イ
プ口 径 胴　 径 底 径 器 高

1 m　 5 1 杯　 蓋 11，8 4 ．1

密

細 砂 を 少 し

含 む

良 好 灰　　 色

外 面 一 天 井 部 へ ラ 切 り後 ナ デ 調 整 、 下 部 回 転 ナ

7‾

内 面 一 天 井 部 静 止 ナ デ 、 下 部 回 転 ナ デ

4 と セ ッ トに な る 。

Ⅳ

A

2 N n　 56 J／ 10 ．7 3 ．5 1／ 17 灰　　 色

外 面 一 天 井 部 へ ラ 切 り後 ナ デ 調 整 、 下 部 回 転 ナ

フ‾

内 面 一 天 井 部 静 止 ナ デ 、 下 部 回 転 ナ デ

内 面 に へ ラ記 号 「－ 」 あ り。 5 と セ ッ トに な る

Ⅳ

3

1

l

3 Ih　 57 1／ 9 ．8 3 ．7 J／ J！ 淡 黄 灰 色

外 面 一 天 井 部 へ ラ切 り後 静 止 ナ デ 、 下 部 回 転 ナ

7 ‾

内 面 一 天 井 部 静 止 ナ デ 、 下 部 回 転 ナ デ

Ⅳ

B

2
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番

号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　 法 （皿）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底 径 器高

4 Nd　 54 杯　 身 13 ．2
（受部）

10 ．5
4 ．6 ／／ ／／ 灰　　 色

外面 一底部 へ ラ切 り後 ナデ調整 、上 部 回転 ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部回転 ナ デ

1 とセ ッ トにな る。

Ⅳ

A

5 Ih　 52 ／／ 11 ．7
（受 部）

9 ．3
3 ．4 ／／ ／／ 淡 灰 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 ナ デ調整 、上 部 回転 ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上 部回転 ナ デ

内面 にへ ラ記号 「－」 あ り。 2 とセ ッ トに なる。

Ⅳ

B

1

6 Nd　 50 ／／ 10 ．0
●
3 ．1 ／／ ／／ 暗 青 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 回転 へ ラ削 り、上 部 回転

ナデ

内面 一底部 静止 ナデ 、上部 回転 ナ デ

内面底 部に細 い へ ラ記 号 「×」 あ り。

Ⅳ

C

7 Nd　 55 ／／ 10 ．9 8 ．0 5 ．0 ／／ ／／ 暗 青 色

外 面 一体部 底部 とも回転 ナデ

内面 一底部静 止 ナデ 、上部 回転 ナデ

外 面底 部に へ ラ記 号 「×」 あ り。

Ⅳ

D

8 Nは　 53 短頸 壷 9 ．3 12 ．0 4 ．9 10 ．2 密 ／／ 灰　　 色

外 面 一底部 と胴部 回転 へ ラ削 り、 口縁部 か ら肩

部に かけ て回転 ナ デ

内面 一底部静 止 ナデ 、胴部 以上 回転 ナデ

外 面底 部に細 い へ ラ記 号 あ り。

9 賓
推 定

19 ．5
／／ ／／ 赤 褐 色

土 師器 。

外 面 一 口綾部 横 ナデ

内面 一斜め方 向 のへ ラ削 り

外 面に 煤付着

こうこがくまめちしき

・・…州…叫考古学豆知識　ノ砿3

じ　かん

耳　環

きん　　　　ぎじゅつ

金メ、ソキの技術

どう　　　　　　　　　じかん

宮尾横穴群からも、銅に金メッキをした耳環、つまりイ

ヤリングが見つかりました。どういうふうにして金メッキ
ふしぎ

をしたのか不思議に思われる方もいらっしゃるでしょう。
すいぎん

まず、金を水銀にとかします。それを、銅のイヤリング

の表面にぬります。それから350度くらいの温度で熱して
じょうはつ

やると、水銀だけが蒸発し、金が銅の表面に残ります。こ

うやって金メッキをしたそうです。ただし1回だけでは金

色が不十分なので、2回、3回とくりかえしてやるようで

す。
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C－12号穴

ごうあな　みなみどな　　　　たかところ　　　　　　よこあな　てんじょう　　　　　のこ

C－11号穴の南隣りのやや高い所にあります。横穴の天井はそのまま残っています
げんしつ　ゆかめん　てんじょう　せんもんぶ　　　　　　　　　　　　　いし　つ　あ　かた　　たいへん

し、玄室の床面、天井、羨門部のくり込み、そしてとびら石の積み上げ方など大変て
よこあな　　　とうくつ　う　　　　　　むかし　　　　じょうたい

いねいなつくりのみごとな横穴です。盗掘を受けないで、昔のままの状態で掘り出さ
むね

れました。玄室の天井はテント形になっています。棟の線もつけられています。
さいだい　とくちょう　　　　　　　　　　ひだりかべ

このC－12号穴の最大の特徴は、玄室の中央から左壁にかけて床面にびっしりと
すえき　やきもの　　おおがめ　はへん　し　なら　　　　　　　　　　　　　こうこがく

須恵器（焼物）の大要の破片が敷き並べてあることです。これを考古学では「須恵器
ししょう　　　　　　　　　　　　　いたい

屍床」と言います。この上に遺体を横たえるので、わざわざ大蛮（高さ約97センチメー
ほうふ　ふくそうひん　　　　じかん

トル）をこわしてつくっています。また、豊富な副葬品（土器・耳環）が出土したこと
とくひつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついそう

も特筆すべきことでしょう。7世紀前半から半ばにかけて何度か追葬されたことがわ

かります。
みっべい　　　　　　　　　　　　　　　　　　やみ　　　　　　　　　　　　　よみ

密閉された横穴の中は全く真っ暗な闇です。古代人は死後「黄泉の世界」を考えて

いたようですが、まさにこのC－12号穴のような横穴がそれに当たるのではないでしょ

うか。扉石の最上段の1個を取りはずした時、1300年ぶりに現代の空気とふれ合った
たいせき

のです。人骨はすでに土と化し（玄室床面上に堆積した茶色粘土）消えていました。

（宮尾横穴群の場合、土質が酸性のため人骨は残りにくいのです。これが奥出雲地方
いぞん

ですと、マサ土なので遺存状況が大変よくなります。）なお、このC－12号穴に限らず、
つ

扉石を積み上げる際、「から積み」ではなく、地山を適度に混ぜた粘土でしっかりとつ

き固める方法がよくわかります。

ところで須恵器屍床の破片からジグソーパズルのようにほぼ元の状態に接合できた

大賓。（高さ約97センチ、胴部最大径約66センチ）おそらく、完形品を山の上まで運
そうぎ　かてい　いとてき

び、葬儀の過程で意図的にこわしたものでしょう。
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C－12号穴

ぜんてい　　　とぴらいししようきよう

1前庭から見た扉石の状況
と

（完全に入口を閉じている）

げんしつないじょうきょう

2　玄室内の状況
すえきししよう

（左側は須恵器屍床）

すえきししょう　おくへき

3　須恵器屍床（奥壁近く）
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C－12号穴実測図
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C－12号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

12．10
奥行 1．75 奥幅 1．51 前幅 1．43 最大幅 1．70 高さ 1．04

平面形 長方形
天　 井

の形態
テン ト形 型　 式 妻入り

埋　 葬

施　 設
左側 須恵器屍床 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 0．90 奥幅 0．55 前幅 0．68 高さ 0．85 横断面の形 1円形

閉塞施設 石　 材 自然石 （海石）43個を羨門部の天井まで積み上げている。 繰込有無 有

前 庭 部 長　 さ 2．90 幅 1．32

排 水 溝 玄室入口から羨門にかけて。

そ　の 他 羨門に段差有 り。玄室天井に棟の線有 り。

遺物出土位置

玄　　 室
杯蓋 4 個、杯身 5 個、高杯 2 個、壷 1 個、瓦泉 1 個、平瓶 2個、提瓶 1個、聾 1個‘

須恵器屍床に使用されていた破片で復元した大要 1 個、耳環 1個

羨　　 道 土師器杯 1個

前　　 庭

そ　の 他

築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀前半）
須恵器型式

Ⅳ期

（B － 1 ・C ）
追葬有無 有 人骨有無 鍍

ハヽヽ

備　　 考

C－12号穴出土遺物観察表

番

号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　　 法 （cm）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器高

1 Nn 143 杯　 蓋 10 ．7 3 ．9

密

少量 の紳 砂

を含 む

良好 灰　　 色

外面 一天井 部 へ ラ切 り後 ナデ 調整 、下 部回 転 ナ

＿小フ‾

内面 一天井 部静 止 ナデ、 下部 回転 ナ デ

外面 天井 部に へ ラ記 号 「－」 あ り。 5 とセ ッ ト

にな る。

Ⅳ

B

1

2 N且 150 ／／ 10 ．7 3 ．9 ／／ ／／ ／／

外面 一天 井部 へ ラ切 り後 ナ デ調整 、下 部 回転 ナ

＿・Jフ車

内面 一天 井部 静止 ナデ 、下 部回転 ナ デ

6 とセ ッ トにな る。

Ⅳ

B

1

3 N n 13 9 ／／ 9 ．9 2 ．7 ／／ ／／ 暗 青 色

外面 一天 井部 回転 へ ラ削 り、つ まみ の周 辺 と下

部 回転 ナ デ

内面一天 井部 静止 ナデ 、下 部 回転 ナデ

．外 面天 井部 に乳頭 状 のつ まみ を もつ 。縁 端部 内
面 には 「か え り」 がつ く。

Ⅳ

C

l

4 N a 141 ／／ 9 ．4 2 ．9 ／／ ／／ 黄 灰 色

外 面 一天井 部ナ デ、天 井部 周辺 回転 へ ラ削 り、

下部 回転 ナデ

内面 一天井 部静 止ナ デ、下 部 回転 ナデ

外 面天 井部 に乳 頭状 のつ まみ を もつ。 縁端 部内

面 に は 「か え り」が つ く。外 面に は 自無粕

Ⅳ

C
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番

口‾7テ

取 り上

げ番 号
器　 種

す　　 準 （

胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　 考
タ
イ
プ口径 胴　 径 底 径 器高

5 Nd 149 杯　 身 11 ．6
（受 部）

9 ．2
3 ．5

密

少量 の細 砂

を含 む

良好
暗 青 色

黄 灰 色

外面 一底 部 へ ラ切 り後 ナデ 調整 、上 部回 転ナ デ

内面 一底 部静 止 ナデ、 上郡 回転 ナデ

1 とセ ッ トに な る。

Ⅳ

B

1

6 恥 152 ／／ 11 ．5
（受 部）

9 ．4
3 ．7 ／／ ／／ 黄 灰 色

外面 一底 部へ ラ切 り後 ナデ調 整 、上部 回転 ナ デ

内面 一底 部静 止ナ デ、 上部 回転 ナデ

2 とセ ッ トに な る。

Ⅳ

B

l

7 N n 138 ／／ 11 ．7
（受 部）

9 ．6
3 ．7 ／／ ／／ 灰　　 色

外面 一底 部へ ラ切 り後 ナデ調 整 、上部 回転 ナデ

内面 一底部 静 止ナ デ、上 部 回転 ナデ

焼 成 時の ひず み有 り。

Ⅳ

B

1

8 N a 14 2 ／／ 8 ．7 3 ．2 ／／ ／／ 灰　　 色
外 面 一底部 へ ラ切 り後 へ ラ削 り、 上部 回転 ナデ

内面 一底部 静止 ナ デ、上 部 回転 ナデ

Ⅳ

C

9 Nd 14 0 ／／ 8 ．2 2 ．9 ／／ ／／ 暗 青 色
外 面 一底部 へ ラ切 り後へ ラ削 り、．上部 回転 ナデ

内面 一底部 に粘 土塊 をつ め る。上 部回 転ナ デ

Ⅳ

C

10 Nd 15 1 高　 杯 9 ．1
（脚）

7 ．2
6 ．6

密

細 砂 を多 く

含 む

／／ ／／

外 面 一回転 ナデ 、杯 の底 部回転 へ ラ削 り

内面 一杯 の底部 静止 ナデ 、そ れ以外 回転 ナ デ

脚 にす か しが 2 つ ある。

1 1 m 145 ′′ ／／ 9 ．7
（脚）

7 ．2
7 ．2 密 ／／ 灰　　 色

外 面 一回転 ナデ 、杯 の底部 回転 へ ラ削 り

内面一杯 の底 部静 止 ナデ 以外 回転 ナデ

内外 両面 に 自然粕 付着

12 N且 135 杯 16 ．8 5 ．6 ／／ 不 良

淡橙褐 色

（底）

黒　　 色

土 師器。

内外 両面 とも 口縁 部 はへ ラ磨 き （？） 下 部は ナ

デ調 整 （？）

13 Nd 147 士望E 7 ．4 8 ．2 6 ．0 8 ．9

密

少 量 の細 砂

を含 む

良好 灰　　 色

平底

内外 両面 とも回転 ナ デ、外 面底 部は へ ラ切 り。

内外 両面 に 自然粕 付着

14 Nd 146 薗 8 ．7 8 ．6 3 ．8 13 ．0 ／／ ／／

灰　　 色

と ころ ど

ろ茶褐 色

外面 一底 部へ ラ切 り後 ナデ 調整 、胴 部以下 は 回

転 へ ラ削 り、上 部回 転 ナデ

内面 一回 転 ナデ

底 に細 いへ ラ記号 「×」 あ り。頸 部 に二条 の沈

線 あ り。 受部 内面 に 自然 粕 。

Ⅳ

B

1

15 N は 14 4 平　 瓶 13 ．3 15 ．0 ／／ ／／ 黄 灰 色

外面 一胴 部か ら底 部に かけ て回転 へ ラ削 り、頸

部 回転 ナデ 、肩部 か ら胴部 にか け て カキ

目調 整

内面 一回転 ナ デ

外 面 の頸部 と胴 部 に部分 的な 自然 粕。・外 面肩 部

に乳頭 状 の コブ。

16 Nd 148 ／／ 5 ．6 9 ．0 3 ．5 10 ．1 ／／ ／／ 暗 青 色

外 面 一底部 へ ラ切 り後 、 周辺部 を 回転 へ ラ削 り

肩 部 か ら胴 部 に カキ 目、頸部 回転 ナ デ

内面 一回転 ナデ

平底 を 有す る。

17 Nn 136 捉　 瓶 12 ．4 23 ．3 25 ．7 ／／ ／／ 灰　　 色

外面 一頸 部か ら底 部 まで片 面に は格 子状 タ タキ

も う一 方 の郵 こは 同心 円状 カキ 目、頸 部

以上 も カキ 目

内面 一頸 部か ら底 部 まで片 面に は青海 渡文 タタ

キ、 も う一 方 の面は 回転 ナデ 、頸部 以上

は回転 ナデ

18 N は 137 聾 14 ．2 2 9 ．6 3 3 ．3

密

やや 砂粒 が

多 い

／／ 黒 灰 色

外面 一頸 部か ら底 部 まで格子 状 タ タキの後 、 回

転 ナデ 、 口綾 部 か ら頸 部 まで 回転 ナデ

内面 一頸 部か ら底 部 まで青海 渡文 の タ タキ、 口

綾 部か ら頸部 まで回転 ナ デ

19 大　 要
推 定

4 2 ．4

推 定

6 5 ．8

推 定

9 7 ．4
密 ／／ 灰　　 色

外面 一体 部は平 行 タ タキ

内面 一 口縁 か ら頭部 は 回転 ナデ、 体部 は弧 状 タ

タキ

2 0 Nd　 3 8 耳　 環
長 径

1 ．7

短径

1 ．7

太 さ

0 ．4
保 存状 態 が悪 く、金 メ ッキか 銀 メ ッキか不 明
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C－13号穴

はっくつちょうさ　さいしょ　　　　　　よこあな　　　せんどう

C－12号穴の東隣にあります。今回の発掘調査で最初に見つかった横穴です。羨道の
しょうかい　　　　　　　　　　　　　　　　まるいし　ぞく

入口は、すでに他の横穴で紹介したように長さ30～50センチの長い丸石（俗に言う
つら　　　　　　　こぐちづみ　　　　　　　　　　　　　　　のぞ　　ひじょう

“面の長い，，石）を小口模してふさいでいました。それを取り除くと非常に長い羨道
げんしつ　　　　　　　　　　　　　　むね

が続いています。玄室は便化家形ですけど、天井の棟の線ははっきりしています。
ちゅうい　　　　　　　ゆかめん　　　はいすいこう　　　　　　　　　ひくかんだいじょう

注意を引かれるのは床面です。排水溝によって左右2つの低い棺台状のものがつく
すえきへん　し　　　　　　　　ししょう

られ、さらにその上は隣のC－12号穴同様、須恵器片が敷かれた「須恵器屍床」になっ
とく　　　がわ　ぶぶんてき　　　　　　　　　　　ぜんめん

ています。特に、右側は部分的に欠けてはいますがほぼ全面に敷き並べられているの
はんい　　　　　　　てん　き

に対し、左側はベッドのおよそ四分の1の範囲しか敷いてない点が気になります。こ
いったい　　　　　　　　　　　そうぞう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうによう

れは一体どうしてでしょうか。想像ですが、左側は屍床のサイズからして小児用では
じんぶつ　そうそう　あと　　　　　　　　しきょ　　　　　おや

ないでしょうか。右側の人物の葬送の後、その子どもが死去したため、親の右側屍床
ぬ　　　　　　　　うつ

から一部須恵器片を抜き取り、左側に移し並べ、その上に横たえたのではないでしょ

うか。
ふくそうひん　じかん　　　じっさい　　　　　　　　　　　　　　　　けんしゅつ

副葬品は耳環1個ノ（実際にはもう1個あったでしょうが、検出できず）と玄室前部
すみ　　　こ　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいきぜんはん

左隅にねじ込むように置かれていた須恵器1個でした。そのタイプから7世紀前半と
じき　　　　　　　　　　　　　どうよう　　　　　　なか　いこう　ついそう

いう時期がわかります。C－9号穴同様、7世紀の半ば以降は迫葬されなかった
かのうせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せつごう

可能性があります。また須恵器屍床の須恵器片を接合していきましたらC－12号穴と同
おおがめ　　　やく　　　　　どうぶさいだいけい

じようにジャンボな大要（高さ約88センチ、胴部最大径約69センチ）になりました。
ぜんていじょう　　　　　　　　　　　　とうしょ

なお、前庭状のテラスについてですが、当初は、他の横穴の玄室床面部分かと思っ
かべ　けいしゃ　ぐあい　　　　　　　　　　こと

ていました。しかし、壁の傾斜の具合が玄室のそれとは異なります。あいにく
たくちぞうせい　　　　　　　　　けず　さ　　　　　　　　　　たし

宅地造成のため、大部分が削り去られていますので、確かなことが言えません。ふつ
はばひろ　　　　　　　　　いちおう　　だんかい　　いけい　　　　かんが

う前庭部はこれほど幅広くなりませんが、一応今の段階では異形の前庭と考えておき

ます。
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C－13号穴

とぴらいしじようきよう

1横穴入口の扉石の状況

せんどう　　　　げんしつ

2　入口（羨道）から見た玄室
ゆかめん　すえきししよう

（床面に須恵器屍床がある）

－どんてい、iて

3　変わった形の前庭部（？）
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C－13号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 嘩　 高

（床面）

平　 均

11．45
奥行 2．02 奥幅 1．68 前幅 2．02 最大幅 2．02 高さ 1．16

平面形 長方形に近い
天　 井

の形態
便化家形 型　 式 妻入 り

埋　 葬

施　 設
左側 小形の須恵器屍床 右側 須恵器屍床 奥

羨　　 道 長　 さ 1．52 奥幅 0．65 前幅 0．55 高さ 0．8 5 横断面の形 l楕円形

閉塞施設 石　 材 自然石 （海石）56個を積み上げて閉塞。 練込有無 4旺
ハヽヽ

前 庭 部 長　 さ 不　 明 幅 不　 明

排 水 溝 玄室の左右側壁 と奥壁に沿って中央に至 り、それが羨道先端まで延びている。

そ　の 他
羨道の手前は段差がついて、前庭状のテラスがひろがる。通例の前庭 より幅広 い異形。（宅地造
成時正削去されているため詳細は不明。）玄室天井に棟線有 り。

遺物出土位置

玄　　 室 杯身 1個、耳環 1個、須恵器屍床に使われていた破片で復元した大要 1個。

羨　　 道

前　　 庭

そ の 他

築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀前半）
須恵器型式

Ⅳ期

（B － 1）
追葬有無 不　 明 人骨有無

1，
無

備　　 考 羨道の天井部は落盤していない。

C－13号穴出土遺物観察表

番

号

取 り上

げ番号
器　 種

す　　 怯 （①）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
フ。口径 胴　 径 底径 器高

1 N a 15 4 杯　 身 1 1．4
（受部）

9．3

密

少量の細砂

を含む

良好 灰　　 色
外面一底部へラ切 り後ナデ調整、上部回転ナデ

内面一底部静止ナデ、上部回転 ナデ

Ⅳ

B

1

2 大　 蛮
推定

42．4

推　 定

69．0

推定

88．0
／／ ／／

外 黒 色

内 灰 色

外面一口縁から頸部にかけて回転ナデ、頸部下

半には静止ナデも。胴部から底部まで平

行タタキ

内面一口縁から頭部にかけて回転ナデ、胴部か

ら底部まで弧状タタキ、また胴部下半か

ら底部にかけてカキ 目

破砕 して屍床’に使用

3 N d　2 5 耳　 環

長径

2．0

短径

1．8

太さ

0．7

～

0．8

†

金メッキがわずかに残っている。
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3

C－13号穴出土遺物

う　　　小　く　も　　　と　「　と　「　れ　横

し　は　さ　の　り　ま　言　そ　い　こ　ま　穴　今

て　か　な　か　上　ず　わ　れ　う　の　し　群　日

実　の　穴　、が　初　れ　で　よ　辺　た　に　（
際　横　が　と　っ　め　た　は　う　に　0　着　十
に　穴　あ　思　た　に　の　ガ　な　は　ぼ　く　一
見　も　り　い　よ　’で　ケ　お　有　く　と　月
ら　ま　ま　ま　う　ま　、に　話　力　た　、
れ　わ　し　し　な　ん　ば　上　を　老　ち　よ　目

た　っ　た　た　所　中　く　が　十　が　は　く　）

の　て　0　0　が　の　達　っ　分　い　、学　官
で　見　子　そ　あ　横　は　て　位　っ　お　校　尾
う　て　供　れ　っ　穴　い　見　さ　ば　じ　へ　横
れ　い　も　か　た　の　っ　て　れ　い　さ　来　穴

よ票霊宝等宕票吉宗≡歪を警奈つ　ろ　し　つ　、見　に　い
た　な　よ　と　こ　ま　横　己　　　だ　話　教　に　　⊥

∴一二・∵∴言∴　　一言昌つ　－一
つ賢覧票義票　　　舎塁芝　田
わ　そ　っ　だ　屋　い　　　　　　　間　の　た

十　㌦言．言了　　　　一言・　野

芭笑覧票琶雪　　　盲烹　　智

た　宣苦　三　　　　　吉雲　　宜
し　　　、ぉ　と　　　　　　　　　　0　ら
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C－13号穴出土遺物実測図

C－8号穴の前で　担任の先生もいっしょに
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C－14号穴

いち　　　　　　　　　たくちぞうせい

C－13号穴の東隣りに位置します。おそらく宅地造成の際にでしょうが、大部分がこ
はっくつ　　　　　　　　　　しゃめん　　　　ばっさい

われています。発掘調査に入る前、山の斜面の樹木を伐採した時点で見つかりました。
こうぞう　しせつ　　　ついそう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けいしき

横穴の構造、施設そして迫葬などを知る手がかりが残っていません。便化家形の形式
げんしつゆかめん　　　　　　すえき　はへん　　　　　　　　　　　　しよう

であることと、玄室床面から出土した須恵器の破片1個から、7世紀前半に使用され
ちゅうおうみぞ　　　　へんべい

ていたことがわかります。玄室中央の溝の上から扁平な石が1個出ましたが、その持
もともと　ふくそうひん

つ意味は不明です。元々、副葬品はあったでしょうが、ことごとく持ち去られていま

す。

C－14号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

11．75
奥行 2．00 奥幅 1．70 前幅 不　 明 最大幅 2．18 高さ 不　 明

平面形
やや丸味をおびた

正方形

天　 井

の形態
便化家形 塑　 革 不　 明

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 不　 明 奥幅 不 ′明 前幅 不　 明 高さ 不　 明 横断面の形‘1l不　 明

閉塞施設 石　 材 不　 明 繰込有無 不　 明

前 庭 部 長　 さ 不　 明 幅 不　 明 ・

排 水 溝 玄室中央 ・左壁ぎわそして右袖壁ぎわ。

そ　の 他 羨道は玄室の中心線より左に片寄る。

遺物出土位置

玄　　 室 杯身の小片 1個

羨　　 道

前　 一庭

そ　の 他

築造時期および追葬

使用年代
古墳時代後期

（7 世紀前半）
須恵器型式

Ⅳ期

（B － 1）
追葬有無 不　 明 人骨有無 無

備　　 考
玄室と羨道の天井が落盤。基底部も玄室の一部、羨道の大部分そして前庭全部が宅地造成のため

すでに消去。盗掘され、副葬品は不明。
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C－14号穴

はっくつまえじゆもくばっさい　じてん　み

1発掘前の樹木伐採の時点で見

つかったC－14号穴

（中央の家の屋根の右横）

はっくつ二’

2　発掘後のC－14号穴

（大部分がなくなっている）

3　中央がC－14号穴。

右上はC－18号穴。



1、表土（黒褐色土）

2、地山微細ブロック混じり褐色土

3、地山ブロック混じり褐色土

C－14号穴実測図



C－15号穴

かみて　　　　　　　　　　　　　　　　ねどこ　　　　　げんしつ

C－11号穴の南側やや上手にあります。まるで“ウナギの寝床”のように玄室と
せんどう　　　　　　　　とくい　へいめんけい　　　　　　　　　　　　　　きょくたん

羨道の区別がつかない特異な平面形をしています。穴の大きさも極端に小さいし、
てんじょうゆかめん　じょうたいつうじょう　　　　るいけい　　　　　　　　ふていけい

天井と床面の状態も通常の横穴の類型には入りません。「不定形の横穴」ということに
たちいき　　　　はっくつ　　　　　　へいそくしせつ　ふくそうひん

しておきます。（このような類は他地域でも時々発掘されます。）閉塞施設も副葬品も
まった　　ひんじゃく　　　　　　　　　　　　　　しょうによう

全くない貧弱なものです。そういう点から、小児用横穴と考えたらいかがでしょうか。
ちくぞうちゅうと　さぎょう

子どもなら十分入れる大きさです。（横穴築造中途で作業を中止したものと考えること

もできますが……。）
ぜんてい　　　　しゃめん　　　　　　　　　　　こんせき　　　　　　　　　　　かいだんじょう

なお前庭の手前の斜面には人工的に加工した痕跡があります。ちょっと階段状に
はか　　　　　ぼどう

なっているので、墓に通じる「墓道」かもしれません。
こふん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんてい

古墳時代後期にはちがいありませんが、副葬品がないので細かな時期は判定できま

せん。

C－15号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

13．76
奥行 2．14 奥幅 0．44 前幅 0．42 最大幅 0・声0 高さ 0．78

平面形 不定形
天　 井

の形態
不定形 型　 式

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 奥幅 前幅 高さ 横断面の形 lやや丸味をおびた方形

閉塞施設 石　 材 認められない 練込有無 4臨
ハヽヽ

前 庭 部 長　 さ 1．7 0 幅 0．74
排 水 溝 ない。

そ　の 他 玄室と羨道の区別がない。前庭の手前に長さ約3．5メートルはどの 「墓道」らしきものがある。

遺物出土位置

玄　　 室 なし

羨　　 道

前　　 庭 なし

そ　の 他

築造時期および追葬

築造年代 古墳時代後期 須恵器型式 不　 明 追葬有無 不　 明 人骨有無 無

備　　 考
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C－15号穴

しょうめん　　み

1正面から見たC－15号穴

lぎどう

2　前庭の前に続く墓道（？）らし

さもの

ばどう

3　右上方のC－15号穴と墓道（？）

中央はC－12号穴
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C－16号穴

せんもん

C－12号穴の南側約2メートル上にあります。羨門から前庭にかけて自然石と粘土で
みっぺい

完全に密閉されていました。
しゃめん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんどう

前庭が大変短いのは、山の斜面の自然傾斜に左右されたとヤ思います。羨道の天井が
りゆう

短いのも同じ理由からでしょう。その点はCT13号穴とよく似ています。
みおと　　　　　　　　　　　　　のき

玄室は高さが低くて平面形が台形という点では見劣りしますが、かっちりと軒をと

りつけた家形です。軒の形まではっきりさせたのは、宮尾横穴群の中でこの横穴だけ
のきさき　むね　　　　　　はふ

です。軒先と棟とを結ぶ「破風」の線もあるので「妻入り四柱式」という型式になりま
へんべい　　　　　　　　　　せきしょう　　　　　　　　　　　　もう

す。また扁平な大小10個の自然石で石床（遺体をのせるベッド）を設けているのも、こ

の横穴だけです。ただし気になるのはその石床の長さです。約1．3メートルしかありま
へいそくよう

せん。ちょっと短か目です。元々閉塞用の石だったのを玄室の中に持ち込んで敷き並
そうぞう

べた、という想像もできます。
ふくそうひん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちくぞう

副葬品の土器から、古墳時代の終わり7世期後半になって築造されたことが考えら

れます。

C－16号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

14 ．10
奥行 2 ．00 奥 幅 1．40 前 幅 2 ．05 最 大 幅 2 ．14 高 さ 1．00

平 面 形 台 形
天　 井

の形態
家形 型　 式 妻入 り四注式

埋　 葬

施　 設
左側
石床 （扁平な 自然 石

10個 で）
右 側 奥

羨　　 道 長　 さ 0 ．80 奥 幅 0 ．7 5 前 幅 0 ．48 高 さ 0 ．68 横 断 面 の 形 l やや丸味をおびた方形

閉塞施設 石　 材
自然石 37個 を積 み上 げている。海石 と地 山石 の両方を使用。石

繰込 有無 4旺
ハ＼ヽの 大 き さは 他の横穴 に比 べて小さ 目。

前 庭 部 長　 さ 0 ．50 幅 0 ．80

排 水 溝 玄 室 奥壁か ら羨道 ・前庭 に至 るまでほぼ中心線 の方 向に設置。

そ　 の 他 前庭は短い。

遺物出土位置

玄　　 室 杯蓋 1 個、杯身 1 個、高杯 1個、施 1個、賓 1個

羨　　 道 なし

前　　 庭 なし

そ　の 他
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C－16号穴

とぴらいしじょうきよう

1扉石の状況

げんしつないいぷつしゅつど

Z C－16号穴の玄室内遺物出土
じようきょう　　　　いたい

状況（左側は遺体を横たえる
せきしよう

石床）

いち

3　中央一番高い位置にあるC－16

号穴

右から順に

C－10号穴、C－11号穴、　≡

C－15号穴、C－12号穴、ミ

C－16号穴、C－13号穴、束P
し

C－18号穴、C－14号穴、r
76



L＝16．90m＿＿

2m

G－Hの断面

E

C〉
寸

LD
▼一一1

日

」

l

l

I

L＝16．40m

A－Bの断面

〕∴、、－．’、‾：

L＝16．90m一一

C－16号穴実測図 －77－



築造時期および追葬

築造年代
古墳時代後期

（7 世紀後半）
須恵器型式

Ⅳ期

（E ）
追葬有無 不　 明 人骨有無 無

備　　 考 羨道部天井の先端部はC －13号穴とよく似ている。（落盤していない。）

5

C－16号穴出土遺物

ー79－



．．

C－16号穴出土遺物観察表

C－16号穴出土遺物実測図

番

口号

取 り上

げ番 号
器　 種

寸　　　 法 （cm）
胎　　 土 焼成 色　　 調 備　　　　　　　　　　　　　 考

タ
イ
プ口径 胴　 径 底径 器 高

1 N n 111 杯　 蓋 15 ．4 ・ 3．1

密

少 量 の細砂

あ り

良好 灰　　 色

外 面 一天井部 回転 へ ラ削 り、下 部回転 ナ デ

内面 一天井部 静止 ナ デ、下 部回転 ナ デ

「輪 状つ まみ」 を もち 、縁端 部 内面は 「か え り」

が つ く。 2 と セ ッ トにな る。

Ⅳ

E

2 N a 114 杯　 身 14 ．4 7 ．2 4 ．8 ／／ ／／ ／／

外 面一底 部 ナデ調 整、体 部 回転 ナデ

内面 一底 部静 止 ナデ、 上部 回転 ナデ

高 台がつ く。 底部 外面 にへ ラ記号 「－」。

1 と セ ッ トに な る。

Ⅳ

E

3 N d l 15 高　 杯 9 ．3 5 ．3 5 ．8 ／／ ／／ ／／ 内外 両面 とも回転 ナデ

4 Ih 1 13 壇 7 ．8 7 ．8 3 ．9 9 ．5 ／／ ／／ 黄 灰 色

外面 一底 部へ ラ切 り後 ナデ調 整、 胸部 以下 回転

へ ラ削 り、 上部 回転 ナデ

内面 一 回転 ナ デ

口綾 部 と底 部 に若干 の 自然粕 。平 底を 有す る。

5 Nd 112 琴 15 ．8 25 ．0 24 ．1 ／／ ／／ ／／

外面 一頸部 以下 格子 状 タ タキ、頸 部以上 回転 ナ

デ 、 口縁 近 くに一 条 の沈線

内面 一頭部 以下 青海 渡文 タ タキ、頸 部 以上 回転

ナ デ

焼成 時、底 部 に粘土 塊付 着。 内外両 面 に 自然 粕
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C－17号穴

C－14号穴とほぼ同じ高さの南側斜面に掘られています。残念なことに玄室と羨道の

天井は落ちていますし、羨門の扉石もかなりくずされ、玄室内も荒されています。玄
ひかくてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かべ

室の平面形から比較的小形の横穴だということがわかります。わずかに残っている壁
じょうたい　　　　　　　　　　　　　　　　べんいえがた

の状態や平面がしっかりしている点から、便化家形のタイプが考えられます。扉石の

間から出土した須恵器の形式（ⅣE）から、少くとも7世紀後半に使用されていたこ
ちくぞう

とはまちがいあり・ません。いつ築造されたかは不明です。
とうす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたい

なお、前庭部から鉄製刀子が見つかりましたが、そもそもこれは玄室内の、遺体の近
とうくつ

くに副葬するものです。ですから、追葬の時点で片付けられたのか、あるいは、盗掘を
かいしゃく

受けた時、外に捨てられた、という解釈ができます。

C－17号穴観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：m）

玄　　 室 標　 高

（床面）

平　 均

13．60
奥行 1．55 奥幅 1．61 前幅 1．7 0 最大幅 1．81 高さ 不　 明

平面形 正方形
天　 井

の形態
便化家形 型 ．式

埋　 葬

施　 設
左側 右側 奥

羨　　 道 長　 さ 0．95 奥幅 0．8 0 前幅 0．74 高さ 不　 明 横断面の形 l底面はU 字形に近い

閉塞施設 石　 材 自然石を積み上げている。上部はくずれて下部の17個が残存。 操込有無 片側のみ有

前 庭 部 長　 さ 1．85 幅 l　 o．75

排 水 溝 なし

そ　の 他 前庭は玄室～羨道の中軸線より左へ約20度ずれている。羨門と前庭の間に段差がつく。

遺物出土位置

玄　 ‾室 土師器聾破片 1個

羨　　 道 杯 1個

前　　 庭 鉄製刀子 1本

そ　の 他

築造時期および追葬

使用年代
古墳時代後期

（7 世紀後半）
須恵器型式

Ⅳ期

（E ）
追葬有無 不　 明 人骨有無 4旺

ハヽヽ

備　　 考 玄室と羨道の天井は落盤。
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C－17号穴

らくばん　　てんじよう

1落盤して天井のなくなった
げんしつ　せんどうぷ

C－17号穴の玄室と羨道部の
じようきようせんとうぷ　　とぴらいし

状況（羨道部には扉石）

しょうめん　　　じようきょう

2　正面から見た状況

左どなりはC－19号穴

右どなりはC－21号穴

3　中央がC－17号穴

右はしから

C－14号穴、C－21号穴

C－17号穴、C－19号穴

C－23号穴、


